
 

 

 

 

１日（木） ＡＬＴ２・３高４低  大地くん学習（中） 

安全点検日 

２日（金） 児童会 巡回図書交換日 

３日（土）  

４日（日）  

５日（月）  

６日（火） 朝会 

７日（水） 租税教室（高） 研修日 

 ８日（木） ＡＬＴ２中３・４高 

９日（金） クラブ ノー残業デー 

１0 日（土）  

１１日（日）  

１２日（月）  

１３日（火） 中学校入学説明会（6 年） 

       ＡＬＴ２・３高４中 

１４日（水） 新体力テスト 

１５日（木） 小学生芸術鑑賞 

１６日（金） 集合学習（中） 大地くん学習（高） 

      児童会 

１７日（土）  

１８日（日）  

１９日（月）  

２０日（火）  

２１日（水） 1 日防災学校 

２２日（木） ＡＬＴ2 中３・４高 

２３日（金） 2 学期終業式 大掃除 ５校時下校 

ＰＴＡ親子お楽しみ会 

月末統計・月時数集計日 

２４日（土） 冬季休業（～１／１６） 

２５日（日）  

２６日（月） 冬休み学習サポート① 

２７日（火） 冬休み学習サポート② 

２８日（水）  

２９日（木） 年末休業（学校閉庁日） 

３０日（金） 年末休業（学校閉庁日） 

３１日（土） 年末休業（学校閉庁日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

                            

 
 
１１月１２日（土）、小学校・保育所による合同の学習発表会を行いました。小学校・保育所とも、

子どもたち全員がそろった中で発表会を迎えられたことをうれしく思います。反面、今年度も、学級

ごとの入替、参観者を制限しての開催とさせていただき、ご来賓の方々にもご遠慮いただく形となっ

たことを申し訳なく思っております。「来年度こそは、多くの皆様方にご観覧いただけますように･･･」

と願うばかりです。 

学習発表会期間中、練習・総練習・本番当日を通し

て、子どもたち一人一人が輝き、大きな成長を見せてく

れたことを大変嬉しく思います。子どもたちの視点に

立てば、本番を迎えるまでにいくつもの壁があったこ

とと思います。「失敗したらどうしよう」「上手くでき

るかな」という不安、「本番までに間に合うかな」とい

う焦り、本番が近づくにつれて高まる緊張感などです。 

もとより子どもたちは、「お客さんに『より良いもの』

を見ていただこう」という目標や目的意識をもってい

ました。目標に近づこうとするからこそ、不安や焦りが

生じ紆余曲折も発生します。総練習のビデオから自分

たちの演技を振り返り、「まだまだダメだ」と課題点を

話し合い、工夫したり改善したりする様子も見られました。自分が一生懸命頑張るだけではなく、友

達と協力し、励まし、力を合わせて取り組む姿も随所で見られました。 

こういったプロセスを経て迎えた本番でした。私は、

本番当日の発表が終わった後の子どもたちの表情が、特

に印象的です。「やりきった」という満足感、「うまくで

きた」という安心感、「みんなで創り上げた」という達成

感が見られたことを何より嬉しく思います。 

「『頑張れば越えられそうな目標を設定し』『目標達成

に向けた見通しや計画を立て』『自分や仲間同士が力を合

わせて頑張り』『順調に進まないときや行き詰まった時に

対応』」しながら取り組んだ学習発表会でした。 

子どもたちの頑張りを支えていただいた保護者・家庭

の皆様方に改めて、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

  

また、新型コロナウィルス感染症の新規陽性者数が、十勝や北海道において高止まりしている状況

です。報道によりますと、今冬はインフルエンザ流行の可能性も危惧されるところです。 

本校におきましては「換気・通気」「手洗い・うがい」「手指消毒」等について改めて共通理解を図

り、感染予防対策の徹底を図ってまいります。この季節は体調を崩しやすい時期でもあります。体調

が優れないときには早めに休養することや、睡眠や栄養をしっかりとることの大切さも含めて健康面

に留意しながら、残り約１ヶ月となりました 2 学期を大切に過ごしていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◆第 53回帯広菊まつり書道コーナー 
 ・金賞 ５年 佐藤 舜斗さん 
 
◆十勝子ども大会 
 ・美術の部 絵画部門 
  入選 ５年 大野 隆晴さん 
   「自分を支えるくつ」 
  入選 ６年 小野寺仁菜さん 
   「自分を支えるくつ」 
  入選 ６年 山田 愛華さん 
   「自分を支えるくつ」 
 

 ・美術の部 工作・工芸・彫塑部門 
入選 １年 河村 優音さん 
 「ツバメ」 
入選 ２年 棚橋 健人さん 
 「なんでもブルドーザー」 
入選 ６年 河村 京葉さん 
 「くるくるクランク」 
 

 ・書写書道作品の部  
特選 １年 植原 愛羽さん 
 「おおきな かぶ」 
佳作 ４年 植原 一翔さん 
 「左右」 
佳作 ６年 山田 愛華さん 
 「思いやり」 

 
 ・社会科作品の部 
   銀賞 ６年 小野寺仁菜さん 
    「ＳＤＧｓについて考えよう」 
   銀賞 ６年 山田 愛華さん 
    「ＳＤＧｓについて考えよう」 
   銀賞 ６年 河村 京葉さん 
    「ＳＤＧｓについて考えよう」 
 
 
 12 月４日（日）には、「とかっちミニバ
レー大会」が大樹町で開催されます。その
後は、スピードスケート・スキーシーズン
がやってきます。 
コロナ禍の中、感染対策にも気を配りな

がら日々の練習を頑張っている子供達。そ
れぞれの目標を達成できるよう、怪我や病
気に気をつけて活躍してくれることを期
待しています。 
 
 
 
 
 
 
 

あいさつ

ありがとう

あとかたづけ

                                上居辺小学校だより 

                          第３１５号 

令和４年１１月２９日 

                                                  士幌町立上居辺小学校 

ＴＥＬ ５－３３３４ 

校

校長 佐 藤 貴 光 

学習発表会は、主にこの３つとの関連
性が深い内容でした。 



 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症対策として、今年度につきましても、お子さんの発表に限って見てい
ただく形をとらせていただきました。また、参観対象者についても、運動会同様に児童・幼児のご
家族に限らせていただき、3密を可能な限り避ける方法での実施となりました。さまざまな制限が
ある中での学習発表会でしたが、子どもたちは、練習・本番を通して、見ていただく方に何を伝え
たいのか、どうすればより良く伝わるのかをしっかりと意識して取り組むことができた学習発表
会でした。当日は、多くの保護者の皆様にご来場いただき、また、検温や手指の消毒などの感染症
対策にご協力いただき、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【１・２年生】                【３・４年生】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【５・６年生】 

 

 

（株）Ｃｈｅｅｒｓの指導で１０月２１日に低学年を対象に実施しました。この日はピザ作り
にチャレンジ。学校農園で収穫したじゃがいもも使用しました。中・高学年についても１２月に
実施の予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 歯科衛生士の太田豊恵さんを講師にお招きし、学級ごとに歯みがき指導を実施しました。楽し
く、そして、ためになる 1時間を各学級過ごしました。小学生の時期は、乳歯から永久歯に生え
替わる大切な時期であり、最も歯みがきが難しい時期でもあります。ご家庭でも、時折、仕上げ
磨きや歯みがきする様子を見ていただければと思います。子供たちがおじいちゃん・おばあちゃ
んになる頃には、日本人の平均寿命は 100 歳に達するともいわれています。歯はまさしく一生
もの。だからこそ、今のうちに正しい歯みがき習慣を身に付けさせてあげたいものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 1０月下旬・１１月に実施した行事を写真と共に紹介します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最近の出来事 
～Kamioribe School Diary」 

学校での子供たちの様子を随時更新しています。 

ぜひお気に入りに登録していただき、学級通信と 

ともにご家庭での会話のきっかけとしていただけれ 

ば幸いです。 

 


